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校 長 横田 由香    

令和５年度 卒業・修了おめでとうございます！ 

 ３月１４日。卒業生の門出を祝福する

かのような快晴の下、小学校生活最後の

立派な姿を私たちの心に刻み、４３名が

陶小学校を巣立っていきました。 

式後の退場前。サプライズで、私達教職員に向かって感謝の言葉を卒業生全員で声を

揃えて伝えてくれる場面があり、会場に感動の拍手が広がりました。振り返れば、小学

校生活のほとんどを制限や我慢の連続で過ごしてきた子ども達。しかし、大人の心配を

はね返し、彼らの成長のエネルギーは、とどまることなく進化し続けました。よく喧嘩

もし、その分、友だちの痛みを知ったり、自分自身を振り返ったりする機会も多く、し

っかりとした絆を紡いできた学年でした。 

  子ども達は、自力解決できる力を持っています。その力が存分に発揮できるように私

たち大人が必要最小限の交通整理をして、自分で解決への道がたどれるように、信じて

後押しする事が、これからの時代を生き抜くために大切なのではないかと、彼らの姿を

見て改めて思いました。また、卒業生の凛々しい姿を目の当たりにして、在校生の目に

も次の学年への意欲の高まりを感じることができました。 

 このような姿に成長しているのも、保護者の皆様のご家庭でのご支援、地域の皆様の

温かい見守りがあったからこそです。学校教育に多くの励ましのお言葉とご協力をいた

だき、どれだけ心強かったことか、この場をお借りして心より感謝申し上げます。本当

にいつも温かいご支援をありがとうございます。 

 ２２日は修了式です。毎年全学年でクラス替えをしますので、新しい学年への期待が

膨らむように、ご家庭でも、この１年間の成長を称えるお言葉かけをお願いします。 

めまぐるしく変化する社会を生き抜く力をいかに育てていくかを常に意識しながら、

令和６年度も保護者の皆様や地域の方々と共に、地域の宝である子ども達が「自分も人

も大切に」心豊かに成長し、未来への希望がもてるよう尽力してまいります。 

 

 

 

 



 

4月 8日（月）着任式・第 1学期始業式  

給食後、全校生 13：30下校 

4月 9日（火）入学式練習・準備(午後水日課) 

     2 年～4年 下校 13：50 

     5年～6年 下校 14：50 

4月 10日（水）入学式 9：30開式 

        ノーメディアデー 

4月 11日（木）1年生給食開始 ⑥児童会 

4月 15日（金）ゼッコウチョータイム 

       1年生心電図検査 

4月 17日（水）職員研修のため 4時間授業 

        給食後、全校生 12：50下校 

4月 18日（木）全国学力テスト（6年生） 

4月 19日（金）学校諸費引き落とし日 

4月 20日（土）授業参観・PTA総会(給食なし) 

4月 22日（月）振替休業日 

4月 24日（水）耳鼻科検診 

4月 25日（木）自宅確認 1日目・希望懇談 

              全校生 5 時間授業 

4月 26日（金）校外学習（春の遠足） 

       自宅確認２日目・希望懇談 

4月 30日（火）⑥クラブ活動 

〈5月の主な予定〉 

 5月 2日（金）眼科検診（全校生） 

5月 8日（水）職員研修のため 4時間授業 

         給食後、全校生 12：50下校 

 5月 20日（月）学校諸費引き落とし日 

                 ゼッコウチョータイム 

  5月 24日（金）運動会準備 

 5月 25日（土）陶小学校運動会 

 5月 27日（月）振替休業日 

 5月 28日（火）⑥クラブ 

5月 29日（水）職員研修のため 4時間授業 

         給食後、全校生 12：50下校 

Ｒ６年度 ４月 

４月 

自分で考え

て行動する 

自分も人も

大切にする 

しあわせを感

じられる人に

なる 

これからは多様性の時代。 

自分から人とつながるこ

とで、自分が困った時にま

わりに「助けて」と言える

ようになり、相手はどうだ

ろうかと、想像することが

できるようになる。そし

て、共によりよい方向に向

かう前向きさにつながる。 

すべての学力の源である

「主体性」。 

だれかにやってもらう、き

めてもらうばかりだと、う

まくいかなかった時に、人

のせいにしてしまう自分

になる。自らチャレンジ

し、失敗をやり直せる、ピ

ンチを切り抜ける力こそ

が真の成長につながる。 

楽しく生きるため「感謝」。 

ほしいものが２つあって、

その一つを手にした時に、

「一つしか手に入らなか

った」と思うか、「一つで

も手に入ってよかった」と

思うか。幸せの感じ方は自

分の考え方しだい。感謝の

気持ちが、充実した日常に

つながる。 

令和 6 年度も、みんなが幸せになりますように。。。 


